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各社の主な生産品目
（単位 ：公称能力㌧、 ３月時点）

品目 サイト
公称
能力

三井化学 ＥＰＴ
千　葉 95,000

中国・上海 75,000

住友化学 ＥＰＤＭ
千　葉 40,000

サウジ・ラービグ 70,000

デンカ
ＣＲ

青海 100,000

米国・ルイジアナ 非開示

ＥＲ 千　葉 4,400

東ソー
ＣＲ

南　陽
34,000

ＣＳＭ 9,500

昭和電工
ＣＲ

川　崎
23,000

ＣＰＥ 5,000

日本ゼオン

ＨＮＢＲ

高　岡 4,000

川　崎 500

米国・テキサス 5,000

ＡＣＭ

川崎・倉敷 8,500

米国・ケンタッキー 8,500

タイ・ラヨーン 5,000

ＪＳＲ

ＥＰＲ
鹿　島 36,000

韓　国 220,000

ＩＩＲ
川　崎 98,000

鹿　島 80,000

産業の進化を支える特殊合成ゴム
　
特
殊
合
成
ゴ
ム
は
、
自
動
車
部
品
や
工
業
部
品
な
ど
幅
広
い
用
途
に
使
わ
れ
て
お
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
部
品
・

部
材
の
高
性
能
化
に
寄
与
し
て
い
る
。
メ
ー
カ
ー
各
社
が
特
に
重
点
を
置
い
て
い
る
の
が
差
別
化
・
高
機
能
化

で
あ
り
、
顧
客
ニ
ー
ズ
に
き
め
細
か
く
対
応
し
た
各
社
の
製
品
は
カ
ス
タ
マ
ー
グ
レ
ー
ド
ば
か
り
。
そ
の
た

め
、
輸
入
品
は
じ
め
競
争
に
巻
き
込
ま
れ
な
い
体
制
を
作
り
上
げ
て
い
る
。
需
要
は
堅
調
で
ほ
ぼ
新
型
コ
ロ
ナ

以
前
の
水
準
を
回
復
。
実
需
以
上
と
い
う
好
調
さ
が
続
い
て
い
た
自
動
車
分
野
も
、
よ
う
や
く
平
準
化
し
つ
つ

あ
る
。
今
後
も
順
調
に
市
場
が
拡
大
し
て
い
く
見
通
し
だ
が
、
一
方
で
自
動
車
の
電
動
化
が
ど
う
影
響
す
る
か

メ
ー
カ
ー
各
社
の
関
心
は
高
ま
っ
て
い
る
。
主
要
メ
ー
カ
ー
の
現
状
と
今
後
の
戦
略
を
紹
介
す
る
。

自動車分野をはじめ需要は堅調。ガソリン車向け
以外の用途開拓の動きも広がっている

　
東
ソ
ー
は
、
ブ
タ
ジ
エ
ン

法
ク
ロ
ロ
プ
レ
ン
ゴ
ム
（
Ｃ

Ｒ
）「
ス
カ
イ
プ
レ
ン
」
と

ク
ロ
ロ
ス
ル
ホ
ン
化
ポ
リ
エ

チ
レ
ン
（
Ｃ
Ｓ
Ｍ
）
「
Ｔ
Ｏ

Ｓ
Ｏ
―
Ｃ
Ｓ
Ｍ
」
を
手
が
け

る
。
い
ず
れ
も
南
陽
事
業
所

で
生
産
し
て
お
り
、
Ｃ
Ｒ
は

デ
ボ
ト
ル
増
強
が
完
了
す
る

今
秋
時
点
で
年
産
３
万
７
千

㌧
（
現
状
比
３
千
㌧
増
）、

Ｃ
Ｓ
Ｍ
は
９
５
０
０
㌧
。
海

外
向
け
が
圧
倒
的
に
多
く
、

輸
出
比
率
は
Ｃ
Ｒ
が
７
～
８

割
、
Ｃ
Ｓ
Ｍ
が
約
８
割
に
達

す
る
。

　
事
業
展
開
に
お
け
る
強
み

の
一
つ
が
原
料
面
の
競
争
優

位
性
。
具
体
的
に
は
２
品
目

に
共
通
す
る
塩
素
に
つ
い

て
、
そ
も
そ
も
同
事
業
所
は

大
規
模
な
自
家
発
電
に
支
え

ら
れ
た
日
本
最
大
級
の
電
解

事
業
所
と
し
て
知
ら
れ
、
電

解
か
ら
の
塩
素
は
高
い
コ
ス

ト
競
争
力
を
備
え
る
。

　
Ｃ
Ｒ
は
ド
ラ
イ
チ
ッ
プ
で

は
高
付
加
価
値
化
が
、
ラ
テ

ッ
ク
ス
で
は
医
療
用
手
袋
向

け
の
拡
販
が
基
本
戦
略
と
な

る
。

　
前
者
に
つ
い
て
は
改
良
を

施
す
な
ど
し
て
自
動
車
用
途

や
工
業
用
途
を
は
じ
め
各
顧

客
の
ニ
ー
ズ
に
キ
ャ
ッ
チ
ア

ッ
プ
。
こ
れ
ま
で
に
動
的
特

性
に
優
れ
る
硫
黄
変
性
銘
柄

は
じ
め
、
特
徴
あ
る
グ
レ
ー

ド
を
相
次
ぎ
投
入
す
る
な
ど

成
果
が
出
て
い
る
。
新
た
な

試
み
と
し
て
は
昨
年
、
自
動

車
向
け
伝
動
ベ
ル
ト
を
タ
ー

ゲ
ッ
ト
に
セ
ル
ロ
ー
ス
ナ
ノ

フ
ァ
イ
バ
ー
を
配
合
し
た
Ｃ

Ｒ
の
開
発
に
乗
り
出
す
こ
と

を
表
明
し
た
。

　
こ
れ
は
自
動
車
部
品
メ
ー

カ
ー
の
バ
ン
ド
ー
化
学
と
の

共
同
案
件
と
し
て
新
エ
ネ
ル

ギ
ー
・
産
業
技
術
総
合
開
発

機
構
（
Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
）
の
研
究

開
発
委
託
事
業
に
採
択
さ
れ

た
も
の
。
試
作
な
ど
は
順
調

に
進
捗
し
て
い
る
と
い
い
、

今
後
数
年
か
け
て
量
産
技
術

を
確
立
し
て
い
く
。
　
　
後

者
に
つ
い
て
は
従
来
、
同
社

の
ラ
テ
ッ
ク
ス
出
荷
で
割
合

Ｃ
Ｓ
Ｍ 

品
質
面
の
強
み
生
か
す

高
付
加
価
値
化
に
拍
車

Ｃ　Ｒ

的
に
多
か
っ
た
の
が
水
系
接

着
剤
向
け
だ
っ
た
が
、
最
近

で
は
医
療
用
手
袋
向
け
の
成

長
が
著
し
い
。

　
そ
の
た
め
に
行
っ
た
の
が

今
回
の
デ
ボ
ト
ル
増
強
。
ラ

テ
ッ
ク
ス
を
中
心
に
Ｃ
Ｒ
の

販
売
量
を
伸
ば
す
意
向
だ

が
、
牽
引
役
は
医
療
用
手
袋

向
け
と
な
る
。

　
こ
れ
ま
で
同
用
途
の
伸
び

率
は
年
10
％
弱
で
推
移
し
て

き
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
を
き
っ

か
け
と
し
た
世
界
各
国
の
衛

生
意
識
の
高
ま
り
を
背
景
に

10
％
を
超
え
る
水
準
へ
伸

長
。
増
能
力
を
通
じ
て
拡
大

す
る
需
要
の
取
り
込
み
を
強

化
す
る
。

　
ま
た
、
既
に
次
期
増
強
も

検
討
し
て
い
て
、
既
存
設
備

で
は
デ
ボ
ト
ル
増
強
の
余
地

が
な
い
こ
と
か
ら
選
択
肢
と

し
て
は
新
設
に
な
る
。
投
資

金
額
が
大
き
い
こ
と
も
あ

り
、
需
要
の
急
激
な
盛
り
上

が
り
な
ど
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響

を
精
査
す
る
な
ど
し
て
慎
重

に
判
断
す
る
こ
と
に
し
て
い

る
。

　
一
方
、
Ｃ
Ｓ
Ｍ
は
自
動
車

用
ホ
ー
ス
、
工
業
用
ホ
ー

ス
、
高
機
能
接
着
剤
、
ゴ
ム

ロ
ー
ル
、
ゴ
ム
引
布
な
ど
用

途
は
多
岐
に
わ
た
る
。
最
近

は
パ
ワ
ス
テ
電
動
化
を
背
景

に
自
動
車
用
ホ
ー
ス
向
け
が

落
ち
込
み
気
味
だ
が
、
一
方

で
伸
び
て
い
る
用
途
も
あ

り
、
需
要
と
し
て
は
横
ば
い

傾
向
と
な
っ
て
い
る
。

　
需
要
の
下
支
え
役
の
一
つ

が
、
耐
久
性
の
高
さ
と
い
っ

た
特
徴
に
基
づ
い
た
他
材
料

か
ら
Ｃ
Ｓ
Ｍ
へ
の
切
り
替

え
。
こ
の
動
き
は
ゴ
ム
ロ
ー

ル
を
は
じ
め
工
業
部
品
系
で

顕
著
と
い
う
。
製
品
寿
命
が

伸
び
る
結
果
、
交
換
頻
度
が

少
な
く
な
り
、
エ
ン
ド
ユ
ー

ザ
ー
の
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
に
寄

与
す
る
。

　
こ
う
し
た
か
た
ち
で
多
少

材
料
単
価
が
上
が
っ
て
も
製

品
の
高
機
能
化
に
つ
な
が
る

こ
と
か
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
用

途
で
Ｃ
Ｓ
Ｍ
の
見
直
し
が
進

ん
で
い
る
。

　
こ
う
し
た
動
き
は
自
動
車

用
ホ
ー
ス
で
も
広
が
る
。
需

要
が
減
少
傾
向
と
は
言
え
、

中
国
で
は
環
境
対
応
型
ホ
ー

ス
に
使
う
外
層
材
と
し
て
Ｃ

Ｓ
Ｍ
の
特
性
が
見
出
さ
れ
て

お
り
、
同
社
へ
の
引
き
合
い

が
高
ま
っ
て
い
る
。

　
Ｃ
Ｓ
Ｍ
市
場
の
サ
プ
ラ
イ

ヤ
ー
は
同
社
と
中
国
２
メ
ー

カ
ー
と
い
う
構
図
と
な
っ
て

お
り
、
う
ち
同
社
は
世
界
シ

ェ
ア
の
大
半
を
握
る
業
界
最

大
手
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

事
業
展
開
に
お
け
る
重
要
な

要
素
の
一
つ
が
品
質
で
、
こ

れ
が
中
国
勢
を
大
き
く
引
き

離
す
原
動
力
と
な
っ
て
お

り
、
特
に
ハ
イ
エ
ン
ド
領
域

で
は
市
場
を
ほ
ぼ
独
占
。
出

荷
の
約
半
分
は
欧
米
向
け
だ

が
、
ア
ジ
ア
新
興
国
向
け
も

徐
々
に
伸
び
て
い
る
。
引
き

続
き
品
質
面
で
の
強
み
を
発

揮
し
な
が
ら
、
収
益
基
盤
を

よ
り
強
固
に
し
て
い
く
。

東

ソ

ー

Ｃ
Ｒ
／
Ｃ
Ｓ
Ｍ

　
三
井
化
学
は
エ
チ
レ
ン
プ

ロ
ピ
レ
ン
タ
ー
ポ
リ
マ
ー

（
Ｅ
Ｐ
Ｔ
）
「
三
井
Ｅ
Ｐ

Ｔ
」
を
展
開
。
約
40
年
前
に

商
業
生
産
を
開
始
し
、
主
力

ユ
ー
ザ
ー
で
あ
る
日
系
自
動

車
メ
ー
カ
ー
及
び
部
品
メ
ー

カ
ー
の
成
長
と
と
も
に
業
容

を
拡
大
し
て
き
た
。
顧
客
の

課
題
解
決
に
資
す
る
ソ
リ
ュ

ー
シ
ョ
ン
の
提
供
を
事
業
活

動
の
軸
足
に
据
え
て
お
り
、

日
系
の
み
な
ら
ず
非
日
系
に

対
す
る
販
売
数
量
ア
ッ
プ
な

ど
成
果
を
上
げ
る
。

　
日
本
と
中
国
の
２
カ
所
で

生
産
し
て
お
り
、
公
称
能
力

は
千
葉
工
場
が
年
産
９
万
５

千
㌧
、
中
国
・
上
海
中
石
化

三
井
弾
性
体
（
三
井
化
学
、

中
国
石
油
化
工
の
折
半
出

資
）
の
上
海
工
場
が
７
万
５

千
㌧
。
製
法
と
し
て
は
千
葉

工
場
で
は
メ
タ
ロ
セ
ン
触
媒

技
術
と
バ
ナ
ジ
ウ
ム
触
媒
技

術
の
い
ず
れ
も
採
用
し
て
い

低
温
品 

Ｆ
Ｃ
Ｖ
向
け
に
採
用
進
む

新
規
２
銘
柄
育
成
に
力

る
が
、
前
者
を
メ
ー
ン
と
し

て
お
り
、
そ
の
生
産
能
力
は

７
万
５
千
㌧
。
上
海
工
場
は

全
量
、
メ
タ
ロ
セ
ン
触
媒
技

術
を
採
用
し
て
い
る
。

　
販
売
の
約
６
割
が
自
動
車

分
野
で
、
ウ
ェ
ザ
ー
ス
ト
リ

ッ
プ
や
ホ
ー
ス
を
は
じ
め
と

し
た
各
種
部
品
の
材
料
と
な

る
。
基
本
戦
略
は
差
別
化
を

キ
ー
ワ
ー
ド
に
独
自
銘
柄
の

開
発
・
販
売
の
強
化
。
こ
う

し
た
な
か
で
現
在
、
新
た
な

収
益
源
に
据
え
よ
う
と
販
売

に
注
力
し
て
い
る
の
が
「
メ

タ
ロ
セ
ン
Ｅ
Ｂ
Ｔ
」
と
「
メ

タ
ロ
セ
ン
Ｖ
Ｎ
Ｂ
―
Ｅ
Ｐ

Ｔ
」
の
２
品
目
で
あ
る
。

　
メ
タ
ロ
セ
ン
Ｅ
Ｂ
Ｔ
は
マ

イ
ナ
ス
50
度
Ｃ
で
も
ゴ
ム
弾

性
を
失
わ
な
い
低
温
特
性
に

優
れ
た
銘
柄
。
採
用
先
の
一

三

井

化

学
Ｅ
Ｐ
Ｔ

つ
が
燃
料
電
池
車
（
Ｆ
Ｃ

Ｖ
）
で
、
ガ
ス
ケ
ッ
ト
な
ど

の
材
料
と
し
て
使
わ
れ
て
い

る
。
Ｆ
Ｃ
Ｖ
向
け
に
は
過

去
、
別
の
銘
柄
を
展
開
し
て

き
た
が
、
Ｆ
Ｃ
Ｖ
生
産
台
数

増
加
に
対
応
し
た
量
産
適
性

な
ど
か
ら
同
製
品
が
採
用
さ

れ
る
に
至
っ
て
い
る
。

　
一
方
、
自
動
車
へ
の
過
給

機
搭
載
比
率
の
高
ま
り
に
伴

い
エ
ン
ジ
ン
ル
ー
ム
は
熱
が

こ
も
り
や
す
く
な
っ
て
お

り
、
耐
熱
性
が
高
い
新
た
な

ゴ
ム
材
料
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。
そ
こ
で
拡
販
に
期
待
を

寄
せ
る
の
が
メ
タ
ロ
セ
ン
Ｖ

Ｎ
Ｂ
―
Ｅ
Ｐ
Ｔ
だ
。
従
来
の

Ｅ
Ｐ
Ｔ
に
比
べ
て
耐
熱
温
度

が
30
度
Ｃ
高
く
、
１
８
０
度

Ｃ
と
い
う
高
温
下
で
も
性
能

低
下
が
起
き
な
い
。

　
高
耐
熱
性
ゴ
ム
と
し
て
は

フ
ッ
素
ゴ
ム
や
ア
ク
リ
ル
ゴ

ム
が
知
ら
れ
る
が
、
一
般
的

に
価
格
が
高
い
と
さ
れ
る
。

こ
う
し
た
高
価
な
材
料
を
使

わ
な
く
て
も
耐
熱
要
求
を
満

た
せ
る
と
し
て
同
製
品
を
ア

ピ
ー
ル
し
て
い
る
。

　
開
発
活
動
に
つ
い
て
は
顧

客
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
改
良

に
加
え
、
Ｃ
Ａ
Ｓ
Ｅ
な
ど
自

動
車
分
野
の
ト
レ
ン
ド
を
注

視
し
な
が
ら
新
銘
柄
の
製
品

化
を
推
進
。
ま
た
電
気
自
動

車
、
Ｆ
Ｃ
Ｖ
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ

ド
な
ど
電
動
化
の
方
向
性
・

可
能
性
が
見
え
て
き
て
い
る

な
か
、
ゴ
ム
材
料
に
求
め
ら

れ
る
特
性
な
ど
情
報
収
集
に

も
力
を
入
れ
て
い
る
。

　
電
動
化
を
巡
っ
て
は
部
品

点
数
の
減
少
を
背
景
に
将
来

的
に
消
失
が
予
想
さ
れ
る
用

途
が
あ
る
一
方
、
ウ
ェ
ザ
ー

ス
ト
リ
ッ
プ
を
は
じ
め
在
り

続
け
る
用
途
や
バ
ッ
テ
リ
ー

周
り
な
ど
増
え
る
用
途
が
想

定
さ
れ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、

全
体
的
に
は
事
業
を
拡
張
す

る
一
つ
の
チ
ャ
ン
ス
と
捉
え

て
い
る
。
こ
う
し
た
な
か
、

常
に
増
産
投
資
の
検
討
は
行

っ
て
お
り
、
需
給
バ
ラ
ン
ス

や
経
済
合
理
性
な
ど
に
基
づ

き
判
断
し
て
い
く
。

　
住
友
化
学
は
、
エ
チ
レ
ン

・
プ
ロ
ピ
レ
ン
ゴ
ム
（
Ｅ
Ｐ

Ｄ
Ｍ
）
「
エ
ス
プ
レ
ン
Ｅ
Ｐ

Ｄ
Ｍ
」
を
手
が
け
る
。
千
葉

工
場
に
年
産
４
万
㌧
、
サ
ウ

ジ
ア
ラ
ビ
ア
の
合
弁
会
社
ペ

ト
ロ
・
ラ
ー
ビ
グ
に
７
万
㌧

の
設
備
を
有
し
、
製
法
は
い

ず
れ
も
バ
ナ
ジ
ウ
ム
触
媒
技

術
を
採
用
。
千
葉
工
場
で
は

小
回
り
の
利
く
体
制
を
生
か

し
て
高
機
能
品
の
生
産
を
強

化
し
、
ペ
ト
ロ
・
ラ
ー
ビ
グ

は
オ
レ
フ
ィ
ン
の
価
格
競
争

力
を
強
み
に
汎
用
品
を
集
中

的
に
生
産
し
ア
ジ
ア
や
欧
州

へ
販
売
す
る
な
ど
、
そ
れ
ぞ

れ
の
特
徴
に
応
じ
た
最
適
な

生
産
・
販
売
体
制
を
構
築
し

て
い
る
。

　
千
葉
工
場
か
ら
の
出
荷
分

の
う
ち
、
自
社
の
熱
可
塑
性

エ
ラ
ス
ト
マ
ー
（
Ｔ
Ｐ
Ｅ
）

向
け
を
含
め
た
自
動
車
分
野

向
け
の
比
率
は
７
～
８
割
に

達
す
る
。
用
途
は
多
岐
に
わ

た
る
が
、
２
品
目
に
共
通
す

る
ウ
ェ
ザ
ー
ス
ト
リ
ッ
プ
を

筆
頭
に
、
Ｅ
Ｐ
Ｄ
Ｍ
単
体
で

は
ラ
ジ
エ
ー
タ
ー
ホ
ー
ス
や

防
振
ゴ
ム
、
Ｔ
Ｐ
Ｅ
で
は
エ

ア
バ
ッ
グ
カ
バ
ー
が
代
表
的

な
用
途
に
挙
げ
ら
れ
る
。

　
事
業
活
動
の
機
軸
に
据
え

る
高
機
能
化
戦
略
に
基
づ

き
、
例
え
ば
ウ
ェ
ザ
ー
ス
ト

リ
ッ
プ
で
は
、
よ
り
複
雑
な

形
状
に
成
形
加
工
が
可
能
な

材
料
提
供
に
力
を
入
れ
、
防

振
ゴ
ム
で
は
よ
り
防
振
性
の

高
さ
が
要
求
さ
れ
る
領
域
へ

の
展
開
を
強
化
し
て
い
る
。

そ
の
た
め
高
機
能
品
に
は
、

ユ
ー
ザ
ー
で
あ
る
自
動
車
部

品
メ
ー
カ
ー
の
ニ
ー
ズ
を
反

映
し
た
カ
ス
タ
ム
メ
ー
ド
品

が
多
い
。

　
ま
た
、
同
社
が
採
用
し
て

い
る
バ
ナ
ジ
ウ
ム
触
媒
技
術

は
分
子
量
分
布
を
広
く
す
る

こ
と
が
可
能
で
、
高
分
子
量

化
が
容
易
と
い
う
特
徴
を
持

住

友

化

学

Ｅ
Ｐ
Ｄ
Ｍ

つ
。
こ
う
し
た
ア
ド
バ
ン
テ

ー
ジ
を
生
か
し
な
が
ら
、
顧

客
の
要
望
に
沿
っ
て
既
存
製

品
を
改
良
す
る
な
ど
し
て
材

料
開
発
を
行
っ
て
お
り
、
カ

ス
タ
ム
メ
ー
ド
品
の
割
合
が

高
い
理
由
も
そ
こ
に
あ
る
。

　
こ
う
し
た
な
か
、
市
場
開

拓
に
注
力
し
て
い
る
製
品
の

一
つ
が
耐
油
性
グ
レ
ー
ド

だ
。
耐
油
性
と
耐
オ
ゾ
ン
性

に
優
れ
、
製
品
の
長
寿
命
化

に
寄
与
す
る
点
を
強
み
に
ク

ロ
ロ
プ
レ
ン
ゴ
ム
（
Ｃ
Ｒ
）

代
替
の
可
能
性
を
探
っ
て
い

る
。
ま
た
、
低
比
重
を
生
か

し
た
軽
量
化
と
供
給
安
定
性

の
２
点
に
つ
い
て
も
Ｃ
Ｒ
に

対
す
る
優
位
性
と
し
、
エ
ン

ジ
ン
周
り
部
品
へ
の
採
用
を

獲
得
す
る
な
ど
成
果
も
出
て

い
る
。
引
き
続
き
提
案
を
強

化
し
、
収
益
源
の
柱
の
一
つ

に
育
成
し
て
い
く
。

　
電
気
自
動
車
（
Ｅ
Ｖ
）
の

冷
却
系
で
の
採
用
拡
大
を
見

込
む
耐
寒
グ
レ
ー
ド
、
高
温

化
す
る
エ
ン
ジ
ン
ル
ー
ム
内

へ
の
適
用
を
狙
っ
た
耐
熱
グ

レ
ー
ド
に
も
期
待
を
寄
せ

る
。
Ｅ
Ｖ
を
巡
っ
て
は
、
一

台
当
た
り
の
Ｅ
Ｐ
Ｄ
Ｍ
需
要

は
Ｅ
Ｖ
向
け
が
内
燃
機
関
向

け
を
若
干
上
回
る
と
の
市
場

予
測
も
あ
る
。
同
社
で
は
引

き
続
き
情
報
収
集
を
進
め
、

開
発
や
販
売
に
結
び
つ
け
て

い
く
考
え
だ
。

　
こ
の
ほ
か
、
金
属
と
の
接

着
性
を
改
良
し
た
グ
レ
ー
ド

は
実
用
段
階
に
あ
り
、
現

在
、
客
先
で
の
評
価
が
進
行

中
。
金
属
に
Ｅ
Ｐ
Ｄ
Ｍ
を
コ

ー
テ
ィ
ン
グ
す
る
際
、
同
グ

レ
ー
ド
は
金
属
と
の
接
着
性

に
優
れ
る
た
め
、
熱
を
か
け

る
だ
け
で
接
着
す
る
。
こ
れ

に
よ
っ
て
プ
ラ
イ
マ
ー
処
理

は
不
要
と
な
り
、
有
機
溶
剤

も
削
減
で
き
る
た
め
、
コ
ス

ト
ダ
ウ
ン
と
環
境
負
荷
低
減

に
寄
与
。
さ
ら
に
ホ
ー
ス
類

の
薄
肉
化
と
い
う
メ
リ
ッ
ト

も
得
ら
れ
る
。

　
同
社
は
Ｅ
Ｐ
Ｄ
Ｍ
事
業
の

強
化
策
の
一
つ
と
し
て
非
自

動
車
分
野
の
拡
大
も
推
進
し

て
い
る
が
、
金
属
と
の
接
着

性
を
改
良
し
た
グ
レ
ー
ド
は

こ
の
取
り
組
み
を
牽
引
す
る

製
品
の
一
つ
と
な
る
。
金
属

以
外
の
素
材
に
つ
い
て
も
異

種
材
料
接
着
を
切
り
口
に
ラ

イ
ン
ア
ッ
プ
を
拡
充
し
て
い

く
方
針
だ
。

　
Ｊ
Ｓ
Ｒ
は
エ
チ
レ
ン
・
プ

ロ
ピ
レ
ン
ゴ
ム（
Ｅ
Ｐ
Ｒ
）、

ニ
ト
リ
ル
ゴ
ム（
Ｎ
Ｂ
Ｒ
）、

ブ
チ
ル
ゴ
ム
（
Ｉ
Ｉ
Ｒ
）、

動
的
架
橋
型
オ
レ
フ
ィ
ン
系

熱
可
塑
性
エ
ラ
ス
ト
マ
ー

（
Ｔ
Ｐ
Ｖ
）
を
ラ
イ
ン
ア
ッ

プ
し
て
い
る
。
既
存
設
備
を

活
用
し
な
が
ら
、
付
加
価
値

の
高
い
特
殊
品
の
販
売
比
率

を
引
き
上
げ
、
収
益
性
を
高

め
る
の
が
基
本
戦
略
だ
。

　
Ｅ
Ｐ
Ｒ
は
、
世
界
の
需
給

バ
ラ
ン
ス
が
供
給
過
剰
の
状

態
に
あ
る
中
で
、
自
動
車
部

品
用
途
を
中
心
と
す
る
特
殊

品
に
特
化
し
て
い
る
。
鹿
島

工
場
に
有
す
る
年
３
万
６
千

㌧
の
生
産
能
力
の
範
囲
で
、

付
加
価
値
の
高
い
用
途
に
シ

Ｊ

Ｓ

Ｒ

Ｅ
Ｐ
Ｒ
／
Ｎ
Ｂ
Ｒ

Ｉ
Ｉ
Ｒ
／
Ｔ
Ｐ
Ｖ

Ｔ
Ｐ
Ｖ 

〝
Ｃ
Ａ
Ｓ
Ｅ
〟に
照
準

収
益
強
化
へ
特
殊
化
加
速

異
種
接
着
領
域
の
品
揃
え
拡
充

供
給
安
定
性
な
ど
訴
求

耐油品

フ
ト
し
て
い
く
。
韓
国
に
は

22
万
㌧
の
生
産
能
力
を
持
つ

Ｅ
Ｐ
Ｒ
事
業
合
弁
会
社
、
錦

湖
ポ
リ
ケ
ム
（
Ｊ
Ｓ
Ｒ
、
錦

湖
石
油
化
学
各
50
％
出
資
）

が
あ
る
。

　
Ｅ
Ｐ
Ｒ
の
高
付
加
価
値
化

策
の
一
環
で
、
Ｅ
Ｐ
Ｒ
と
オ

レ
フ
ィ
ン
系
樹
脂
を
原
料
に

生
産
す
る
Ｔ
Ｐ
Ｖ
「
Ｅ
Ｘ
Ｃ

Ｅ
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｋ
（
エ
ク
セ
リ
ン

ク
）」
を
01
年
か
ら
展
開
し

て
い
る
。
加
硫
ゴ
ム
と
比
べ

て
、
成
形
性
（
生
産
性
）
や

リ
サ
イ
ク
ル
性
に
も
優
れ
る

こ
と
な
ど
か
ら
、
自
動
車
の

ウ
エ
ザ
ー
ス
ト
リ
ッ
プ
に
使

う
低
硬
度
の
コ
ー
ナ
ー
材
向

け
に
国
内
外
の
自
動
車
関
連

メ
ー
カ
ー
に
広
く
採
用
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
、
静
摩
擦
係

数
が
０
・
３
（
Ｅ
Ｐ
Ｒ
は
１

・
３
）、
動
摩
擦
係
数
が
０

・
２
（
同
１
・
０
）
と
低

く
、
摩
擦
時
の
異
音
抑
制
機

能
を
備
え
、
こ
の
機
能
を
生

か
し
た
用
途
開
発
に
も
取
り

組
ん
で
い
る
。
車
内
の
静
寂

性
へ
の
要
求
が
高
ま
る
電
気

自
動
車
な
ど
の
部
品
と
し
て

提
案
し
て
い
る
。
Ｃ
Ａ
Ｓ
Ｅ

を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
自
動
車
産

業
の
変
革
が
進
む
な
か
、
エ

ク
セ
リ
ン
ク
の
特
徴
を
生
か

し
、
応
用
分
野
を
広
げ
る
。

　
Ｎ
Ｂ
Ｒ
は
四
日
市
工
場
で

Ｓ
Ｂ
Ｒ
と
の
併
産
設
備
（
年

産
25
万
５
千
㌧
能
力
）
で
生

産
し
て
い
る
。
特
殊
化
を
図

り
、
高
付
加
価
値
分
野
へ
の

拡
販
に
注
力
し
て
い
る
。

　
Ｉ
Ｉ
Ｒ
は
、
エ
ク
ソ
ン
モ

ー
ビ
ル
と
の
折
半
出
資
合
弁

会
社
で
あ
る
日
本
ブ
チ
ル
が

事
業
展
開
し
、
タ
イ
ヤ
の
イ

ン
ナ
ー
チ
ュ
ー
ブ
向
け
な
ど

に
販
売
し
て
い
る
。
日
本
で

唯
一
の
Ｉ
Ｉ
Ｒ
メ
ー
カ
ー
で

あ
り
、
国
内
を
中
心
に
販
売

し
、
新
規
用
途
の
開
拓
に
も

注
力
し
て
い
る
。
川
崎
工
場

に
レ
ギ
ュ
ラ
ー
Ｉ
Ｉ
Ｒ
９
万

８
千
㌧
、
鹿
島
工
場
に
ハ
ロ

ゲ
ン
化
Ｉ
Ｉ
Ｒ
８
万
㌧
の
生

産
能
力
を
持
つ
。

　
主
に
Ｅ
Ｐ
Ｒ
や
Ｎ
Ｂ
Ｒ
を

ベ
ー
ス
と
す
る
カ
ー
ボ
ン
マ

ス
タ
ー
バ
ッ
チ
（
Ｃ
Ｍ
Ｂ
）

は
子
会
社
の
エ
ラ
ス
ト
ミ
ッ

ク
ス
が
展
開
し
て
い
る
。
日

系
自
動
車
部
品
メ
ー
カ
ー
を

は
じ
め
と
す
る
顧
客
の
海
外

進
出
に
対
応
し
、
海
外
で
生

産
体
制
を
拡
充
し
て
き
た
。

　
直
近
は
18
年
に
メ
キ
シ
コ

で
工
場
を
稼
働
し
た
。
同
工

場
は
エ
ラ
ス
ト
ミ
ッ
ク
ス
に

と
っ
て
中
国
の
天
津
、
佛

山
、
福
州
と
タ
イ
、
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
に
続
く
海
外
６
カ
所

目
の
拠
点
。
日
系
以
外
の
顧

客
層
拡
大
に
取
り
組
ん
で
お

り
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
タ
ッ
フ

の
雇
用
や
レ
ベ
ル
向
上
な
ど

で
営
業
力
を
強
化
し
拡
販
に

つ
な
げ
る
。


